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国 際 交 流

このたび徳島大学薬学部とイン

ドネシアのスマトラ・ウタラ

大学薬学部の間で学部間学術交流協

定が締結されることになり、平成28

年５月24日、先方からMasfria Binti 

Mustafa Kemel薬学部長、Hakim Bangun

教授ほか２名の教員が徳島大学薬学

部を訪問され、協定を交わしました。

今般の交流協定締結は、来学された

Bangun 教授の強い希望によるもので

薬学部を代表して佐野評議員が協定を

交わしました。当時は学部学生でした

が、大学院生時代の Bangun 教授の

ことを覚えておられた小暮教授も出席

下さり、学術交流協定締結のセレモ

ニー、野地澄晴学長への表敬訪問や懇

親会と楽しい交流のひと時を過ごしま

した。今後、両薬学部の間で活発な学

術交流が行われるようになることを楽

しみにしています。

した。Bangun 教授は、昭和62年に

徳島大学大学院薬学研究科に博士後期

課程が設置された際に、国費留学生と

して来日、大学院に入学、薬学博士の

学位を取得された研究者です。学位を

取得された後、帰国され、母校である

スマトラ・ウタラ大学薬学部の教員と

なり、平成11年からは教授として活

躍されておられます。母校の教育研究

の質の更なる向上のために、本学薬学

部との学術交流を熱望さ

れてこられましたが、当

時の指導教員がすでに退

職されておられたことも

あり、なかなか話が前に

進みませんでした。この

たび、大髙学部長のご理

解、ご支援のもと、大

学院で Bangun 教授と

同期だった篠原がお手伝

いする形で話が進められ

ました。当日は徳島大学

　スマトラ・ウタラ大学薬学部との学術交流協定締結

本年度も大韓民国の東國大学校薬

学大学（College of Pharmacy, 

Dongguk University）から、２名の教

員（Prof. Kyeong Lee と Prof. Moo-

Yeol Lee）が徳島大学薬学部を訪問

されました。少々ややこしいのです

が、東國大学校薬学大学にご在籍の

合わせて23名の教員（東國大学校薬

学大学教員12名、徳島大学薬学部教

員11名）が本協定に基づいて招聘・

派遣されたことになります。今後も地

道な交流活動により相互理解を深め、

両部局間ひいては両国間の関係強化・

拡充に少しでも貢献できればと願って

おります。

４名の Lee 先生がこの２年間で全員

徳島へ来られたことになります。平成

28年８月23日（火）、猛暑の中、両

先生には日本薬学会中国四国支部主催

の特別講演会にてご講演いただきまし

た。加えて、大髙学部長との意見交換

や薬学部の施設見学、薬学部教員との

懇親会、藍染工場での見学・藍染体験

など、二泊三日の徳島滞在をお楽しみ

いただけたご様子でし

た。両部局は学術研究及

び教育上の交流を推進す

るため、平成24年12月

に学術交流協定を締結

し、以来教員の相互訪問

を重ねています。次回、

土屋浩一郎教授と佐藤陽

一准教授が訪韓（平成

28年12月）されますと、

　東國大学校薬学大学よりお二人の Lee先生をお迎えして（その2）
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